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事 業 報 告 書  
（2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日まで） 

公益財団法人 NSK メカトロニクス技術高度化財団 

  

2023 年度 第 14 期（2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日まで）は、関係各位のご指導、

ご協力を頂きながら、メカトロニクス技術高度化に関して、研究開発への助成、高専の教育

への助成、講演会・研究会等の開催及び助成を実施いたしました。事業内容をご説明致しま

す。 

1. 事 業 

1.1 メカトロニクス技術の高度化に関する研究開発への助成 

(ご参照：P4～5/13 資料 1-1) （定款第 4 条第 1 項第 1 号関係） 

 

当年度は学会誌への助成募集の掲載は応募情報の活用性から、トライボロジー学会誌の

みにお願いしました。当財団のホームページには助成募集を掲載しました。さらに 87 の

大学、57 高専のそれぞれのイントラネットに当財団のホームページへのリンクや機関内

のメカトロニクスの研究者へのご連絡をお願いしました。研究助成には 38(昨年も 38)の

大学・高専、研究機関から 43 件(昨年は 47 件)のご応募を頂きました。この応募につき、

審査委員の方々にご評価を頂き、1 月 15 日に開催しました第 41 回審査委員会において、

公平かつ厳正な審査を経て予算より 3 件多い 17 件を採択し、助成対象に決定しました。 

 

1.2 メカトロニクス技術の高度化に関する技術教育への助成 

   （ご参照：P6～7/13 資料 1-2 ）（定款第 4 条第 1 項第 2 号関係）  

    

高専のメカトロニクス技術教育への複数の教員や学科・専攻のチームを支援対象とする

Ａ助成には２件の応募がありました。2017 年度から募集を開始した教員個人を支援対象

とする B 助成には応募がありませんでした。この応募につき、審査委員の方々にご評価を

頂き、1 月 15 日に開催しました第 41 回審査委員会において公平かつ厳正な審査を経て、

A 助成２件を採択し、助成対象に決定しました。全国で高専の数は国立 51 校、公立 3 校、

私立 3 校、全体で 57 校です。これまでに財団が助成してきた高専は今年度で 33 校、56

件[内 B 助成 14 件]）に上ります。教育助成応募に関して、応募件数を増やす狙いで、高

専の現状把握、問題点有無をヒアリングするため、審査委員長同行により、長野高専へ訪

問し、意見交換しました。今後もメカトロニクス関連教育への助成を継続していきます。 

 

1.3 メカトロニクス技術の高度化に関する技術交流への助成 

  （定款第 4 条第 1 項第 3 号関係） 

    当面中断して状況を見ています。 

 

 

 

資料１ 



3/13 

 

1.4 メカトロニクス技術の高度化に関する講演会・研究会等の開催及び助成 

  （ご参照：P8～9/13 資料 1-3 ）（定款第 4 条第 1 項第 4 号関係） 

   

2023 年度の応募は 4 件に対して、1 月 15 日に開催しました第 41 回審査委員会において公

平かつ厳正な審査を経て予算より 1 件多い 4 件を採択し、助成対象に承認決定しました。 
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資料１－１ 2023 年度（第 14 期）応募「研究助成」採択リスト 
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資料１－１ 2023 年度（第 14 期）応募「研究助成」採択リスト 
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資料１－２ 2023 年度（第 14 期）応募「教育 A 助成」採択リスト 
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応募高専・学科名 申請額千円 担当代表責任者名 役職

添付シラバスと申請の科目との関係（「現行のシラバス」または「申請科目用に作成された新規のもの」）

科目名
選択・必修

(取得単位数）

授業時間
又は回数

科目担当
教員数

対象人数
申請使用コマ数又は
時間内訳、内容等

対象学科学年

一関工業高等専門学校 未来創造工学科 機械・知能系 三浦 弘樹 准教授

選択２単位 22.5時間 2 40 90 分✕15 週 混合，4学年前期

選択２単位 22.5時間 2 40 90 分✕15 週 混合，4学年後期

必修２単位 45時間 4 40 180 分✕15 週
機械・知能系，5

学年前期

必修２単位 45時間 4 40 90 分✕30 週
機械・知能系，4

学年

実践制御工学

機械総合設計実習

創成工学実験

高まっている．本校ではこのような様々な時代の変化と産業界からの要望に柔軟に対応できるよう，平成29 年度，旧４学科を１学科４
系とする未来創造工学科に改組し，新たに「情報・ソフトウェア系」を設置した．本申請では，未来創造工学科で新たに設置された系
横断分野である「知能・システム」分野の科目を中心に，個別に行っていた座学・演習内容を見直し，体系的なカリキュラムとすること
で現代のメ
カトロニクス教育として再構築と，それぞれの系の発展的拡充を目指す．「知能・システム」分野科目群において，機械・電気・情報の
３つの系の学生共同でロボットシステムを用いた実機演習に取り組むことで，知能システムとしての基礎をつくる．また，これらの内容を
踏まえ，系ごとにそれぞれの特徴に合わせた専門教育へと発展させていく．これにより知能システムとしてのメカトロニクス技術を身に
つけさせ，各専門で活躍できる技術者の養成を行うことを目的とする．

機械学習

 

 

 

資料１－２ 2023 年度（第 14 期）応募「教育 A 助成」採択リスト 
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2023 年度（第 14 期） 集会助成採択リスト 

 

 

① 集14-01 申請者：水谷 康弘  

          東北大学・大学院工学研究科ファインメカニクス専攻 教授 

       集会名称：The 20th International Conference on Precision Engineering 

 (ICPE2024) 

            主催団体：公益社団法人 精密工学会 

            代表者：会長 藤嶋 誠 （DMG森精機株式会社）（実行委員長：高 偉） 

      期間：2024 年10 月23 日～10 月27 日（5日間） 

      場所：東北大学大学院工学研究科 センタースクエア（Cエリア） 

            予定参加者 国内200名、海外100名 

 

② 集14-02 申請者：淡野 公一  

          宮崎大学・工学部 電気電子工学プログラム学科 副学長・教授 

      集会名称：2024年機械学習とサイバネティクスに関する国際会議 

およびウェーブレット解析とパターン認識に関する国際会議 

            主催団体：ICMLC & ICWAPR 2024実行委員会 

            共催、協賛、後援：IEEE Systems,Man and Cybernetics Society,  

The University of Adelaide, University of Alberta,Ulster University, 

Portsmouth University, University of Cagliari, 宮崎大学, 宮崎県, 兵庫県立

大学 

実行委員長：淡野 公一 

      期間：2024年9月20日～9月23日（4日間） 

      場所：宮崎観光ホテル（宮崎県宮崎市松山1-1-1） 

予定参加者 国内50名、海外100名 

 

③ 集14-03 申請者：村田 忠彦 大阪大学・サイバーメディアセンター・教授 

      集会名称：第13回ソフトコンピューティングと知能システム共同国際会議 

第25回先端知能システム共同国際会議（SCIS&ISIS2024） 

            主催団体：SCIS2024（代表者 中嶋 宏） 

            共催、協賛、後援：IEEE SMC Society,大阪大学、兵庫県立大学、 

一般社団法人システム制御情報学会、一般社団法人日本応用数理学会、一

般社団法人日本生体医工学会、公益社団法人日本生物工学会、一般社団法

人日本機械学会、公益社団法人 農業農村工学会、一般社団法人 農業食料

工学会、一般社団法人農業情報学会、公益社団法人化学工学会、一般社団

法人電子情報通信学会、公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学

会、日本顔学会、日本行動計量学会、一般社団法人日本神経回路学会、バ

イオメディカル・ファジィ・システム学会、特定非営利活動法人ヒューマ

資料１－３ 
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ンインタフェース学会、一般社団法人日本医療情報学会、進化計算学会、

一般社団法人日本繊維製品消費科学会、一般財団法人ファジィシステム研

究所 

実行委員長：村田 忠彦 

      期間：2024年11月9日～11月13日（5日間） 

      場所：アクリエひめじ （兵庫県姫路市神屋町１４３−２） 

予定参加者 国内280名、海外120名 

 

④ 集14-04 申請者：藤田 壽憲 東京電機大学・工学部 先端機械工学科 教授 

      集会名称：第 12回 JFPS フルードパワー国際シンポジウム 

（ JFPS202JFPS2024 HIROSHIMAIROSHIMA） 

            主催団体：一般社団法人日本フルードパワーシステム学会（会長 早川 恭弘） 

            共催、協賛、後援：協賛：日本機械学会，日本フルードパワー工業会， 

日本トライボロジー学会，日本鉄道技術協会，日本鉄道車輌工業会， 

自動車技術会， Global Fluid Power Society ，広島市 

実行委員長：川上 幸男 

      期間：2024年10月23日～9月25日（3日間） 

      場所：広島国際会議場 

予定参加者 国内150名、海外100名 
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1.5 メカトロニクス技術の高度化に関する情報の収集及び提供（ご参照：資料 1-4） 

（定款第 4 条第 1 項第 5 号関係） 

情報の収集及び提供事業については、2020（令和 2）年度 研究助成事業によ

る研究助成と教育助成による技術教育が 2023（令和 5)年 3 月 31 日までに終了

し、助成対象者・対象校からの報告書が出揃いましたので、研究成果の要約を

編集して“研究助成・教育助成 成果報告書 No.33”として発行し、大学・研

究機関の他、これまでに助成金を交付した 2005（平成 17）年度以降の研究助成

対象者全員にも配布しました。 

 

 

 

NSK-FAM  
 

研究助成・教育助成 成果報告書 
 

 

No.33  
財団法人メカトロニクス技術高度化財団 

2020（令和２）年度（第 11 期）助成事業分 

 

 

 

 

 別添で配布いたします。 
 

 

 

 

2023（令和 5）年 8 月  

 

 

 

公益財団法人 NSK メカトロニクス技術高度化財団 

NSK Foundation for the Advancement of Mechatronics

資料１－４ 
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2. 理事会 

2023 年度 第 14 期では理事会を 4 回開催しました。このうち 1 回は定款第 40 条による

いわゆる決議のあったものとみなされる理事会でした。 

 

2.1  第 26 回通常理事会 

   （2023 年 5 月 22 日 八芳園本館６F サクレ（港区白金台 1 丁目 1 番 1 号）） 

議決事項 

第 1 号議案 2022 年度（第 13 期）事業報告書案承認の件 

第 2 号議案 2022 年度（第 13 期）決算用計算書類等の案承認の件 

第 3 号議案 理事選任候補承認の件 

第 4 号議案 監事選任候補承認の件 

第 5 号議案 （一社）日本機械学会「エンジニア塾」への寄付の件 

第 6 号議案 会計監査人の報酬見直し案の件 

第 7 号議案 常勤役員について報酬規定の見直し案の件 

第 8 号議案 第 13 回定時評議員会（2023 年 6 月 13 日）招集案の件 

報告事項 

理事長、専務理事職の職務執行報告の件 

 

2.2 第 32 回臨時理事会 

   （2023 年 6月 13日 八芳園 本館５F リンデン（港区白金台 1 丁目 1 番 1 号）） 

報告事項 

第 13回定時評議員会議決結果 

議決事項 提案理事：内山俊弘理事長（議案書発行 5 月 24 日） 

第 1 号議案 理事長、専務理事選定と事務局長委嘱承認の件 

 

2.3 第 33 回臨時理事会（みなし）（理事会があったものとみなされた日 2024 年 1月 7日) 

議決事項 

提案理事：内山俊弘理事長 

第１号議案 第 16 回臨時評議員会（2024 年 3 月 14 日）招集案の件（みなし決議）

の方法による開催の承認の件  

 

2.4 第 27 回通常理事会 

   （2024 年 3 月 14 日 日精ビル 20 階役員会議室） 

報告事項 

第 14 期（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日）事業概況報告の件 

第 14 期（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日）理事長・専務理事職務執行報告の件 

第 14 期（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日）収支見込報告の件 

 

議決事項 

第 1 号議案 第 15 期（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日）事業計画書案承認の件 

第 2 号議案 第 15 期（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日）収支予算案承認の件 

第 3 号議案 第 15 期（2024 年 4 月１日～2025 年 3 月 31 日） 審査基準案、応募要

項案承認の件 
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第４号議案 助成募集ポスター作製承認の件 

第 5 号議案 審査委員報酬等支給規程（内規）改定承認の件 

 

3. 評議員会 

2023 年度 第 13 期では評議員会を 2 回開催しました。 

 

3.1 第 13 回定時評議員会 

（2022 年 6月 13 日 八芳園本館 6Fエタニティー（港区白金台 1丁目 1番 1号）） 

 報告事項 

１. 第 26 回通常理事会（2022 年 5 月 22 日）議決結果 

 

 議決事項 

第 1 号議案 2022 年度（第 13 期）事業報告書案承認の件 

第 2 号議案 2022 年度（第 13 期）決算用計算書類等の案承認の件 

第 3 号議案 理事選任の件 

第 4 号議案 監事選任の件 

第 5 号議案 常勤役員について報酬規定の見直し案の件 

 

3.3 第 17 回臨時評議員会 

（2024 年 3 月 14 日 日精ビル 20 階役員会議室） 

報告事項 

１．第 14 期（2023 年 4月 1 日～2024 年 3 月 31 日）事業概況報告の件 

２．第 14 期（2022 年 4月 1 日～2024 年 3 月 31 日）収支見込報告の件 

 

議決事項 

第 1 号議案 第 15期（2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31 日）事業計画書案承認の件 

第 2 号議案 第 15期（2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31 日）収支予算案承認の件 

 第 3 号議案 審査委員報酬等支給規程（内規）改定承認の件 

 

   理事会のみの議決事項報告 

    第 15 期（2024 年 4 月１日～2025 年 3 月 31 日）審査基準案、応募要項案承認の件 

 助成募集ポスター作製承認の件 

 

4. 審査委員会 

2023 年度(第 14 期)では審査委員会を 2 回開催しました。 

 

4.1 夏の審査委員会 

（2023年 7月3日 日本精工㈱ 藤沢技術開発センター（神奈川県藤沢市鵠沼神明1-5-50））

  

下記の事項につき審議を行いました。 

2023 年度 第 14 期事業分「集会助成」前期分の応募無し（審議無し） 

2024 年度（15 期）審査基準、応募要項について 

 



13/13 

 

4.2 第 41 回審査委員会（2024 年 1 月 15 日 日精ビル 20 階役員会議室） 

下記の事項につき審議および報告を行いました。 

1. 2023 年度  第 14 期事業分「研究助成」審査の件 

2. 2023 年度  第 14 期事業分「教育助成」審査の件 

3. 2023 年度  第 14 期事業分「集会助成」後期分審査の件 

4. 2024 年度  第 15 期事業分 審査基準案・応募要領案審議の件 

 

 


